
ら
稚
内
間
の
交
通
機
関
と
し
て

バ
ス
を
運
行
で
き
な
い
か
。

野
々
村
町
長　
利
便
性
を
考
え

て
バ
ス
が
良
い
と
い
う
意
見
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
存
続
を
働
き
か
け
て
い
る

今
、
バ
ス
路
線
の
話
は
時
期
尚

早
と
思
っ
て
い
る
。

高
橋
委
員　
フ
リ
カ
ム
イ
ホ
ロ

ノ
ベ
と
い
う
ス
ノ
ー
カ
イ
ト
の

大
会
を
本
町
で
開
催
し
た
。
経

済
効
果
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
こ
の
大
会
に
町
か
ら
補
助

で
き
な
い
の
か
。

野
々
村
町
長　
観
光
協
会
等
の

組
織
的
な
と
こ
ろ
が
補
助
申
請

を
し
、
そ
れ
を
支
援
す
る
と
い

う
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

斎
賀
委
員　
企
業
立
地
推
進
条

例
を
作
る
と
い
う
話
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

岩
川
副
町
長　
ど
う
い
っ
た
産

業
の
企
業
誘
致
が
良
い
の
か
、

も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
議
論

し
て
い
き
た
い
。

特
別
会
計
（
抜
粋
）

《
介
護
保
険
会
計
》

植
村
委
員　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
勘
定
の
サ
ー
ビ
ス
収
入
が
前

年
度
の
半
分
以
下
の
予
算
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

竹
岡
係
長　
町
営
で
行
っ
て
い

る
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
で
ケ
ー
ス

が
減
少
し
た
た
め
。

《
簡
易
水
道
事
業
会
計
》

吉
原
委
員　
簡
易
水
道
は
い
つ

頃
か
ら
統
合
し
て
一
括
管
理
を

す
る
の
か
。

宮
下
係
長　
い
つ
の
時
点
で
合

併
す
る
の
が
良
い
か
、
段
階
的

に
考
え
て
進
め
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。

《
下
水
道
事
業
会
計
》

高
橋
委
員　
下
水
道
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
と

は
何
か
。

宮
下
係
長　
施
設
改
修
が
主
な

目
的
で
あ
る
長
寿
命
計
画
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
５
年
間
の
計

画
で
あ
っ
た
が
、
下
水
道
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画

は
施
設
と
管
路
を
改
修
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。   

フリカムイホロノベのようす

地域の課題を
とらえて
一 般 質 問

鷲　見　　　悟
・�

風
力
発
電
と
自
然
と
の
調

和
に
つ
い
て

質
問

利
尻
・
礼
文
・
サ
ロ
ベ

ツ
国
立
公
園
と
風
車
、
観
光
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

町
長

サ
ロ
ベ
ツ
原
野
は
貴
重

な
地
域
資
源
で
あ
り
、
観
光
資

源
と
考
え
て
い
る
。

質
問

浜
里
風
力
事
業
が
配
慮

書
、
方
法
書
、
準
備
書
な
ど
と

作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
環
境
大

臣
の
意
見
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

町
長

環
境
大
臣
の
意
見
を
受

け
、
事
業
者
に
お
い
て
、
景
観
、

鳥
類
及
び
植
生
類
等
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
箇
所
に
お
け
る

風
力
発
電
施
設
の
取
止
め
を
含

め
た
検
討
を
し
た
。
ま
た
景
観

及
び
チ
ュ
ウ
ヒ
に
関
す
る
追
加

調
査
の
実
施
、
国
立
公
園
利
用

者
等
へ
の
現
地
意
見
聴
収
な
ど

を
実
施
し
た
。

質
問

町
内
の
「
道
北
の
自
然
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